
　
　
浪
江
町
民
憲
章

一
、お
互
い
に
協
力
し
あ
い 

健
康
で

　

平
和
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、産
業
と
教
育
、
文
化
を
重
ん
じ

　

豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、楽
し
く
働
き
自
然
を
愛
し 

清
く

　

明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、親
切
を
も
と
と
し

　

愛
情
の
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、老
い
も
若
き
も
き
ま
り
を
守
り

　

住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

【 松（アカマツ）】【 コスモス】【 かもめ】

町
の
木
・
花
・
鳥

風雨雪に耐え垂直に伸
びる姿で、限りない町
の発展と町民の長寿、
節操を象徴しています。

荒地にも生き、やさし
い姿で、町民がやさし
く力強く生きることを
願い、秩序と調和のあ
る町を象徴しています。

波間に浮く姿はおおら
かで、飛んでいる姿は
力強く前進する町を象
徴しています。

馬場町長吉田町議会議長

川添芸能保存会による「川添の神楽」

���

と　
き　
平
成
28
年
10
月
9
日（
日
）午
前
10
時

と
こ
ろ　
浪
江
町
地
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
平
成
28
年
5
月
1
日
、
浪
江
町
は
合
併
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
10
月
９
日
、
浪
江
町
地
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
浪
江
町
合
併

60
周
年
記
念
式
典
を
約
2
5
0
名
の
ご
来
賓
の
方
を
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。

　
馬
場
町
長
は
式
辞
で
、「
こ
れ
ま
で
難
局
を
乗
り
越
え
て
き
た
先
人
た
ち
に
恥

じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
力
強
く
新
し
い
浪
江
町
の
創
建
に
取
り
組
む
」
と
述

べ
、
合
併
50
周
年
か
ら
の
10
年
間
に
お
け
る
本
町
の
町
政
発
展
の
功
労
者
、
震

災
当
初
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
本
町
お
よ
び
町
民
に
対
し
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
た
自
治
体
の
代
表
者
・
個
人
に
対
し
て
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、「
浪
江
町
合
併
60
周
年
の
軌
跡
」
、「
浪
江
町
立
小
・
中
学
校
生
徒

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
上
映
さ
れ
た
ほ
か
、
川
添
芸
能
保
存
会
が
「
川
添
の

神
楽
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
、
佐
々
木
町
議
会
副
議
長
の
発
声
の
も
と
、
参
加
者
全
員

で
復
興
へ
の
誓
い
を
し
、「
万
歳
三
唱
」
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

町　　長　横山　藏人
議会議長　小黒　敬三　吉田　数博
議会議員　橋爪　光雄　紺野　榮重　
　　　　　佐々木恵寿　佐藤　文子
民生児童委員　小関ツヤ子　牛来　紘子
体育指導員　緑　　郁夫　管野　寛昭
分館運営委員　陶　千惠子
分館管理人　新妻　芳子

東日本大震災特別感謝状
福 島 市（市長　小林　　香）
いわき市（市長　清水　敏男）
相 馬 市（市長　立谷　秀清）
二本松市（市長　新野　　洋）
南相馬市（市長　桜井　勝延）
本 宮 市（市長　高松　義行）
桑 折 町（町長　高橋　宣博）
川 俣 町（町長　古川　道郎）
鈴木　宗次　吉田　　弘

合併60周年記念式典感謝状贈呈
（順不同・敬称略）

浪
江
町
の
歴
史
（
主
な
出
来
事
）

浪
江
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典
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